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１ 調査名称：令和２年度（街路補）都市計画道路見直しに係る図書作成等業務委託 
 
 
 
２ 調査主体：亘理町 
 
 
 
３ 調査圏域：亘理町 
 
 
 
４ 調査期間：令和２年度 
 
 
 
５ 調査概要： 
 

本調査は、都市計画道路決定時から現在までの社会情勢の変化への対応及び本町のま

ちづくりの新たな方針に即した都市計画道路網の構築を目的とした、都市計画道路の見

直し検討業務である。本町の都市計画道路網の現状を調査し、必要性を検証し、見直し

検討を行うことを内容とするが、これについては「都市計画道路見直しガイドライン」（宮

城県土木部都市計画課 平成 30 年 3 月改定）に基づき実施する。 
令和元年度は、平成 30 年度に実施した都市交通の特性及び課題を踏まえ、見直し検討

対象路線の見直し方針を検討するとともに、幹線道路網の基本方針とこれに基づく見直

し素案を検討した。また、平成 22 年度道路交通センサスを活用し、将来交通量配分結果

に基づく見直し方針を検証するとともに、都市計画道路の見直し素案の検討を行った。 
令和２年度は、さらに都市計画道路見直しの理由や都市計画道路ネットワーク形成の

観点から見直し素案を精査した。 
 

（様式―１ 表紙） 
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Ⅰ 調査概要 
 
１ 調査名 都市計画道路見直し検討業務委託 
 
 
２ 報告書目次 

序章 業務概要 

第１章 交通特性の把握、整理 
１．交通の現況 
２．都市計画道路の現状等 
３．道路交通を取り巻く環境 
４．上位・関連計画 
５．交通特性・課題の整理 

第２章 交通体系の基本方針の検討 
１．交通体系の基本方針 
２．幹線道路網の基本方針図の検討 
３．都市計画道路の見直し方針 

第３章 将来交通量配分に基づく見直し方針の検証 
１．将来交通量推計の概要 
２．交通量配分条件の整理 
３．現況再現性の確認 
４．将来交通量配分 
５．将来幹線道路網の設定 

第５章 都市計画道路見直し案 
１．都市計画道路見直し案の作成 

（様式―２ａ 調査概要） 
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３ 調査体制 
所管課による調査である 
 
 
 
 
 

４ 委員会名簿等 
なし 
 
 
 
 
 
 
 
 

（様式―２ｂ 調査概要） 
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Ⅱ 調査成果 
 
１ 調査目的 

都市計画については、決定から相当期間が経過しているものがあり、なかには当初の条

件と現状とで大きなかい離が生じている可能性がある。特に、国民への影響が大きいと考

えられる「都市計画道路」については、事業未着手の路線に係る長期にわたる建築制限が

地権者の土地利用等に与える影響や、地域のまちづくりの方針との整合について、あらた

めて調査・確認する必要がある。 

このような状況のもと、国土交通省以下各自治体において都市計画道路の見直しが進め

られているところである。 

本町においても、長期未着手路線を有することや、震災を受けたまちづくりの方針が変

化していることから、都市計画道路の妥当性の検討が必要であり、ひいては本町の健全な

発展と秩序ある整備に資するため、都市計画道路の見直し検討を行うものである。 

 
 

２ 調査フロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（様式―３ａ 調査成果） 

 
都市計画道路見直しガイドライン（宮城県） 

都市計画道路見直し検討

対象区間評価カルテ 

１ 交通の現況 

２ 都市計画道路の現状等 ３ 道路交通を取り巻く環境 

４ 上位・関連計画 
５ 交通特性・課題の整理 

令和２年度 

２ 幹線道路網の基本方針 

３ 都市計画道路の見直し方針 

４ 将来交通量配分結果に基づく見直し方針の検証 

５ 都市計画道路見直し素案 

道路交通センサス（Ｈ22 ﾍﾞｰｽ） 

１ 交通体系の基本方針 

平成 30年度 

令和元年度 

 

５ 都市計画道路見直し案 
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３ 調査圏域図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（様式―３ａ 調査成果） 

亘理町 

仙台市 

石巻市 

大崎市 

山形県 

福島県 

岩手県 
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４ 調査成果 
都市計画道路の見直し素案を作成するため、幹線道路網の基本方針とこれに基づく見直し案を検討

した。また、平成 22 年道路度全国道路・街路交通情勢調査結果を活用して、将来交通量配分結果に

基づき見直し案を検証し、都市計画道路の見直し検討を行った。 
 

第１章 交通特性の把握、整理 

亘理町の交通の現況、都市計画道路の現状等、道路交通を取り巻く環境、上位・関連計画を踏まえ、

本町の交通特性及び課題を整理した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●広域高速交通網の活用 

平成 27 年の幹線道路の交通量をみると、常磐自動車道、国道６号、県道塩釜亘理線が 10,000 台/

日を超えており、他路線に比べ大幅に交通量が多い基幹的な路線である。さらに、常磐自動車道の 4

車線化整備が進行しており、一層の交通量の増加が予想される。 

一方で、本町の交通網は東西方向が南北方向に比べ弱く、南北に通る国道６号、常磐自動車道へ

のアクセス性が問題になることが考えられる。 

このような交通網の特性を考慮し、広域高速交通網を活かす道路網を検討していく必要がある。 

 

●交通需要に対応した幹線道路網の検討 

平成 22 年と平成 27年で人口および交通量を比較すると、人口は

減少傾向（H22→H27 国勢調査人口増減率：約-3.6%）にあるものの、

交通需要は増加しており（道路交通センサス亘理町内の交通量平均

増減率 H22→H27：約+7.6%）、また、混雑度も平成 27 年道路交通セ

ンサスにおいて 1.0 を上回る路線が散見される。このため交通需要

に対応した道路整備の検討は、当面必要と考えられる。 

本町の交通の流れを東西方向と南北方向でまとめると、南北方向

の交通軸となっている国道 6号や常磐自動車道が交通量も多く、混

亘理町の交通に関する現況 

（様式―３ｂ 調査成果） 

交通の現況 都市計画道路の現状等 道路交通を取り巻く環境 上位・関連計画 

交通特性・課題 
●広域高速交通網の活用 

●交通需要に対応した幹線道路網の検討 

●土地利用の変化への対応 

●長期未着手路線の見直し 

●通勤・通学特性への対応 

●誰もが利用しやすい交通環境の構築 

 

 

 

 

 

約 3.6

万 

台/日 

約 1.0

万 
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雑度も高い数値を示している。 

このような交通需要の特性を考慮し、交通処理に必要な幹線道路網を検討していく必要がある。 

 

●土地利用の変化への対応 

本町では東日本大震災により大きく町内土地利用が変化するとともに、将来的にも町役場の移転

や仮設住宅跡地の活用等、交通に大きく影響する土地利用の変化が予定されており、これに対応す

る交通網の構築が求められる。 

 

●長期未着手路線の見直し 

本町では、14 路線の都市計画道路があり、そのうち長期未着手路線は 7 路線である。また、全体

の整備済み延長は 39.0％となっている。 

長期未着手路線は概ね市街地部を通過する路線であることから、

事業の事業期間が長期に及んでいるものと考えられる。 

また、本町は平成 18 年以降、人口が減少傾向にあり、今後も減少

傾向は続いていくと予想され、今後の人口減少の進行に伴い、交通

需要が減少していくことが想定される。一方で、都市計画マスター

プランなどの土地利用構想を実現する役割を担うため、今後の交通

需要への対応や土地利用構想実現の役割を踏まえながら、長期未着

手路線への対応を検討する必要がある。 

 

●通勤・通学特性への対応 

本町内をみると、主要区画道路も含めた大部分の道路が通学路として利用されている状況にあり、

歩行や自転車による学生の交通が町内全域にわたり発生している状況がうかがえる。また、亘理、

逢隈、浜吉田の各駅に確保している駐輪場は活発に利用されていることから、町外校への通学を目

的とした、駅へのアクセス道における自転車利用が頻繁な状況がうかがえる。 

通勤の動向をみると、仙台市や名取市との結びつきが強いことから、国道６号や JR常磐線を利用

し、通勤している状況がうかがえる。 

2008 年に神戸で発生した自転車事故をきっかけとして、全国的に自転車保険加入を義務づける動

きがみられる。このような通勤・通学特性に対応する交通体系、交通環境を整備する必要がある。 

 

●誰もが利用しやすい交通環境の構築 

高齢化の進行への対応や子育て世代が暮らしやすい環境づくりなど、今後のまちづくりは誰もが

活動しやすい環境を整備していくことが求められる。また、国ではインバウンドの促進や復興観光

を支えるための施策として、ユニバーサルデザインに配慮した交通環境を構築していくことが求め

られる。 

【都市計画整備道路の整備状況】 
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第２章 交通体系の基本方針の検討 

都市計画道路の見直し方針を検討するにあたり、まず、本町の交通体系の基本方針及び幹線道路網

の基本方針図を以下のフローに基づき検討した。 
◆交通体系の基本方針の検討手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．交通体系の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通特性・課題  基本方針 

●広域高速交通網の活用  ●広域高速交通網を活かす道路網の構築 

●交通需要に対応した幹線道路網の検討  ●産業と交流を促進する交通体系の構築 

●土地利用の変化への対応  ●都市活動を支える路線の適切な配置 

●長期未着手路線の見直し  ●通学や通勤にも配慮した安全な歩行者環境の

整備 ●通勤・通学特性への対応  

●誰もが利用しやすい交通環境  ●人や車と共存する自転車ネットワークの構築 

 
 ●安全・安心に暮らせる市街地を形成する道路整

備 

亘理町都市計画マスタープラン 

分野別方針 実現のための主な取組 
交通体系 

の方針 

①産業と交流を支える広域交通網の強化 

②交流を促進する都市間公共交通の維

持・充実  

③都市活動を支える道路網の形成と維持・

管理 

④誰もが利用しやすい公共交通の確保  

⑤快適な歩行者・自転車環境の整備  

⑥安全な交通環境の整備 

常磐自動車道：４車線化の促進 

JR 常磐線：増便、スピードアップ化 

JR 亘理駅：交通結節機能・案内機能・交流機能の充実 

都市計画道路：道路網の見直しを検討 

町全域：町民乗合自動車の運行体制の充実、ルートの

見直し駅周辺：歩行空間のネットワークの構築 

町全域：自転車ネットワークの構築を検討 

通学路：交通安全施設の整備、ブロック塀除去 

町全域：避難道路・避難施設の整備 安全・安心 

の方針 

①大規模な自然災害に対する防災都市構

造の構築 

交通体系の基本方針 

広域交通に対応する道路の位置付け 

・主要幹線道路の位置 
・隣接都市との連絡 

亘理町の交通処理システムの方針 

将来土地利用の支援・誘導 

・土地利用相互の連絡 
・土地利用の外郭形成（ゾーニング） 

幹線道路網の基本方針図 

亘理町都市計画マスタープラン（平成 29 年 3 月） 

実現のための主な取組 

交通特性・課題 

・広域高速交通網の活用 

・交通需要に対応した幹線道路網の検討 

・土地利用の変化への対応 

・長期未着手路線の見直し 

・通勤・通学特性への対応 

・誰もが利用しやすい交通環境 

交通体系の方針 安全・安心の方針 
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２．幹線道路網の基本方針図の検討 

交通体系の基本方針に基づきながら、広域交通に対応する道路の位置づけ、将来土地利用の支援・

誘導を勘案し、本町の道路配置に係る基本方針図を以下のとおり設定した。 
 

◆交通体系の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

広域高速交通

網へのアクセ

ス性を高める

道路網の構築 

都市活動

を支える

路線の適

切な配置 

通学や通勤に

も配慮した安

全な歩行者環

境の整備 

人や自転車と

共存する自転

車ネットワー

クの構築 

○南北方向：常磐自動車道、国道6号及び

主要地方道相馬亘理線 

○東西方向：主要地方道塩釜亘理線、主

要地方道亘理大河原川崎線、主要地方

道亘理村田蔵王線 

◆広域交通に対応する道路の位置付け ◆将来土地利用の支援・誘導 

●国道6号などの都市間をつなぐ南北方向の骨格軸の機能を分担する路線の機能向上 

●南北方向の骨格軸に連絡し、市街地間のアクセス性を高めるとともに、津波からの避

難のために必要な道路の役割も有した路線の機能向上 

●内陸部の都市と本町との連結機能を有する東西方向の路線の機能向上 

【道路交通処理システム形成の方針】 

①自然環境と農地、市街地が調和する

土地利用の維持 

②良好な住環境の維持・形成 

③生活利便施設の維持・充実 

④わたりの雇用を支える産業の振興 

⑤交通結節機能を活かした交流の拡大 

⑥農業生産基盤の保全・強化 

⑦安全な生活を守る土地利用の推進 

産業と交流

を促進する

交通体系の

構築 

安全・安心に

暮らせる市街

地を形成する

道路整備 
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南北方向の骨格軸 + 市街地間の連絡 + 内陸都市への連絡 
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田
西
部
地
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動
車
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部
地
区 

公共ゾーン 

工業拠点 

産業拠点 角田市へ 

柴田町へ 

岩沼市へ 

山元町へ 
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◆幹線道路網の基本方針図 
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   広域幹線道路 

   主要幹線道路 

   幹線道路 
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３．都市計画道路見直しの方針 

選定した長期未着手路線について評価カルテを作成し、路線の必要性、事業の実現性の観点から定

性的に見直し方針の検討を行った。 
その評価カルテの結果等を踏まえ、都市計画道路の見直し方針は次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見直し方針の結果は下表のとおりである。 

表 都市計画道路見直し方針 

種  別 路線番号 路線名 見直し方針 

幹線道路 3・4・1 一国幹線 事業継続 

幹線道路 3・4・2 亘理中央線 事業継続 

補助幹線道路 3・4・5 南町鹿島線 一部区間廃止 

補助幹線道路 3・4・6 遠原田沢線 事業継続 

補助幹線道路 3・4・7 田沢牛袋線 事業継続 

幹線道路 3・5・8 荒浜築港線 事業継続 

補助幹線道路 3・5・10 荒浜西線 廃止 

 

【変更（ルート等の見直し）】 

・実現性は低いが必要性が高く、代替となる道路が整備されていない場合 

【事業継続】 

  ・ほぼ完成済、または、近い将来に事業実施予定で完成見込みである場合 

  ・実現性及び必要性が高い場合 

・実現性は低いが必要性が高く、代替となる道路が整備されておらず、ル

ート等の見直しも困難な場合 

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
の
基
本
的
な
考
え
方 

【変更（幅員の見直し）】 

・実現性は低いが必要性が高く、代替となる道路が整備されておらず、ル

ート等の見直しも困難であるが、交通量や沿道の条件から幅員変更が可

能な場合 

【廃止】 

  ・実現性及び必要性が低い場合 

・実現性が低く、必要性は高いが、代替となる道路が整備されている場合 
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第３章 将来交通量配分に基づく見直し案の検証 

１．将来交通量推計の概要 

将来交通量配分データ（平成 22 年全国道路・街路交通情勢調査のＯＤ表）を用い、現況交通配分

及び将来交通量配分を実施し、将来幹線道路網の見直し案の妥当性を検証する。 
 
◆交通量推計の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

STEP.2 配分結果の精査 

現況交通量配分 

QV 条件、発着ノードの調整 

ゾーン分割 

H22 センサス現況交通量との 

現況再現性確認 

国道、県道 

（±20％以内） 

STEP.3 将来交通量配分用データ作成 

配分ネットワークの設定 

■フルネット 

■見直し案 

STEP.4 将来交通量配分 

H22 年ネットワーク 

H22 センサス OD 表 

STEP.1 現況交通量配分 

道路条件（QV 条件）の精査 

■QV 条件の設定 

■ゾーン分割（H22 センサス B

ゾーンを分割）） 

【将来交通量配分】 

見直し案の評価 

将来幹線道路網の見直し案の設定 

YES 

NO 

【現況交通量配分及び配分結果の精査】 

将来交通量推計は、現況交通量配分による現況再

現を行って信頼性の高い配分条件を設定する必

要がある。 

このため、配分ネットワークの道路の区間ごとに

速度や容量による道路条件「ＱＶ条件」のトライ

アルを行い、現況再現性の高い基礎データを作成

する。 

現況再現で設定した道路条件をベースに、将来整

備される道路を追加し、将来交通量配分を行う。 

将来交通量配分は、設定した将来ネットワークと

将来ＯＤ表を用いて行い、将来交通量の流動状況

等から見直し案の評価を行うものである。 

本計画では、現行都市計画道路の全線が整備され

たフルネットワークと見直し案について行い比

較する。 
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２．現況再現性の確認 

平成 22 年全国道路・街路交通情勢調査の実査交通量を用い

て、現況交通量配分結果と比較し、全体的な相関係数 0.95 以

上を確保する。 

また、路線ごとの比較では、±2割以内を基本とする。 

配分の結果、主要区間における交通量の誤差率は概ね±2割

以内となっており、相関係数も 0.95 以上であるため、現況再

現性が確保された（＝設定した各種条件が妥当である）ものと

判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 交通量推計で用いている相関係数の判断根拠は、国土交通省で実施している交通量配分の検討の際に、以下の基準で判

断していることから、一般的にこれにならって推計結果を判断している。 

○主要区間における交通量の誤差率 ：± ２割以内 

○主要区間における交通量の相関係数：0.95 以上 

【現況配分の相関図】 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

0 5,000 10,000 15,000 20,000

配
分

交
通

量
（
台

/日
）

Ｈ22道路交通センサス交通量（台/日）
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３．将来交通量配分 

国土交通省が作成した将来交通量配分データ（全国道路・街路交通情勢調査の令和 12 年（2030

年）ＯＤ表）を用い、将来交通量配分を実施し、将来幹線道路網の見直し方針の妥当性を検証する。 

将来交通量配分を実施するネットワークのうち、見直しを検討する路線以外の都市計画道路は全

線整備済みを想定する。 

◆見直しケースの概要 

 路線名 路線機能 見直し方針 

見
直
し
を
検
討
す
る
路
線
の
考
え
方 

3・4・1 

一国幹線 
幹線道路 変更なし 

3・4・2 

亘 理 中 央

線 

幹線道路 変更なし 

3・4・3 

南 町 鹿 島

線 

補助幹線

道路 

当初、自動車交通の増加に対処するため都市計画決定されたが、

未整備の現状でも周辺道路に混雑は発生しておらず、当初決定にお

ける必要性が低下している。亘理中央線との交差部以西の未整備区

間は、土地利用が進行しており、都市計画道路整備による土地利用の

促進の必要性が低下してきているとともに、近傍の町道を代替路線とし

て活用することで、円滑な自動車交通を検討する。 

3・4・6 

遠 原 田 沢

線 

補助幹線

道路 

変更なし 

3・4・7 

田 沢 牛 袋

線 

補助幹線

道路 

変更なし 

3・5・8 

荒 浜 築 港

線 

幹線道路 変更なし 

3・5・10 

荒浜西線 
補助幹線

道路 

当初、自動車交通の増加に対処するため都市計画決定されたが、

現状で2車線の車道が整備されており、混雑はみられない。また、震災

後の避難道路の整備により、荒浜市街地と亘理市街地を結ぶ東西方

向の交通軸が強化される一方、本路線のような荒浜市街地内の南北

方向の路線の必要性が低下している。さらに、概成済区間の沿道に

は、震災からの再建住宅が連続して立ち並んでおり整備に伴う再建者

への影響を回避するため、計画を廃止する。 
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◆令和 12年（2030 年）混雑度図【フルネットワーク】 
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◆令和 12年（2030 年）混雑度図【見直しケース】 
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将来交通量配分結果より、将来幹線道路網を以下のとおり設定する。 

 

◇国道６号以外の南北方向の路線への交通量の分散 

南北方向の交通需要が集中する国道６号は、混雑度が 1.25 を超えるリンクが逢隈市街地付近に

連続している。 

これは現在の幹線道路網及び将来幹線道路網（フルネットワーク）が、国道６号を骨格とした

道路網となっているためである。国道６号は亘理町を通過する長距離トリップの交通が多く、こ

れらを常磐自動車道等への交通量の分散を検討し、渋滞を緩和していく。 

 

 

◇東西方向の交通処理能力を高める 

補助幹線レベルの道路網は、都市計画道路や避難道路を骨格に格子状の町道網が形成され、混

雑度が 1.25 を超えるリンクが連続する区間はほぼみられない状況にある。一方、南北方向の骨格

交通路線では、連続はしていないが混雑度が 1.25 を超えるリンクがみられるとともに、町中心部

の土地利用が進んできていることから、今後東西方向の交通需要が高まることも予想される。 

このため、避難道路も含めた東西方向の交通処理能力を高め、町内全体での円滑な交通流動を

確保する。 
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◆将来幹線道路網図 
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第５章 都市計画道路見直し案 

将来交通量配分に基づく検証結果を踏まえ、本町における都市計画道路見直し案を下表のように

設定する。 

種  別 
路線番

号 
路線名 

幅員 

（m） 

計画 

延長 

（m） 

 
整備

状況 

都市計画道路

見直し素案 
区間 

No, 

延長 

（m） 

幹線道路 3・4・1 一国幹線線 16 8,740 ① 1,570 概 

継続 ② 410 済 

③ 6,760 概 

幹線道路 3・4・2 亘理中央線 16 3,550 ① 450 概 継続 

② 2,000 概 継続 

③ 1,100 概 継続 

補助幹線道路 3・4・5 南町鹿島線 16 3,430 ① 670 未 継続 

     ② 1,520 済 継続 

     ③ 850 未 継続 

     ④ 390 未 廃止 

補助幹線道路 3・4・6 遠原田沢線 16 1,210 ① 900 概 
継続 

    ② 310 未 

補助幹線道路 3・4・7 田沢牛袋線 16 1,580 ① 1,580 未 継続 

幹線道路 3・5・8 荒浜築港線 15 1,840 ① 1400 済 継続 

② 140 概 継続 

     ③ 300 済 継続 

幹線道路 3・5・9 荒浜大通線 15 2,490 ① 870 済 指定区間延長 
（荒浜西線の廃止

に伴う幹線道路

NW補完のため） 

② 1,620 済 継続 

補助幹線道路 3・5・10 荒浜西線 15 800 ① 450 概 
廃止 

② 350 概 
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【都市計画道路見直し方針図】 
 
 
 
 

 

 

 

 
 



 

 


